
 

「広報・出版委員会」 
 

 

１． 構成員 

１）委員 

委員長：堀内成子（聖路加国際大学）  
委 員：川本祐子（東京医科歯科大学）、小山友里江（北里大学）、瀬戸山陽子（東京医科大学）、 
能見清子（創価大学）、米倉佑貴（聖路加国際大学） 

 
 ２）協力者 
  なし 

 

２． 趣旨 

看護に関する情報を会員校ならびに社会に向けて広報することで、看護学教育の発展を支えること  
を目的とする。 

 

３． 活動経過 

１）高校生、保護者、看護教員、看護職者につながる SNS の活用（資料１参照） 

Facebook は週 1 回の定期投稿を行い、「今月の注目！看護教員」を含む新着情報やセミナー・ 

シンポジウムの案内を発信。報告書の内容を投稿する際には、該当ページに素早くアクセスできる 

よう「しおり」機能を付加している。 

Twitter アカウントを開設し、会員校へ周知した。ザ・データベース・オブ JANPU（以下 DOJ） 

  関連や YouTube リンク、ホームページの新着情報、セミナー・シンポジウム等をツイートしている。 

定期ツイートに関しては、今後どのように拡充していくか検討を行っていく。 

 また、JANPU 公式 Facebook および Twitter をより多くの方々に知っていただくことを目的とし

て、会員校向けにポスターを作成し、配布することとなった（資料２参照）。 

 

２）魅力的なホームページへの改革 

 ①新型コロナウイルス感染症の対応と情報提供について、トップページにバナーを設けた。 

https://www.janpu.or.jp/virus-info/（資料１参照） 

 ②「今月の注目！看護教員」https://www.janpu.or.jp/staff/ 

看護職を目指す高校生に対して看護教員を紹介すること、また看護教員同士の相互交流を活性化 

   することを目的として、「今月の注目！看護教員」コラムを JANPU ホームページ上に掲載し、毎 

月 1 回のペースで更新している（資料３参照）。 

  ③DOJ と「看護系大学 Q&A」https://www.janpu.or.jp/db/ 

ホームページに掲載する写真を会員校から提供していただいたので、画像の入替え作業を行った。 

   すべての会員校へ DOJ への登録を呼びかけており、2020 年 3 月現在の登録数は 191 校（67.5％） 

   となった。 

また、2019 年度は「看護系大学 Q&A」へのアクセスが多かったので、今後は対象別（高校生、大 

学院進学を考える方、大学院生、現役看護師、看護教員等）に細分化し、情報の得やすさを強化 

する予定である。 

３）ホームページのアクセス状況 

本体サイトのアクセス数の月次報告を見ると、昨年度と比較して、ユーザーは約 15％減少してい

るが、スマートフォンでの閲覧率は 49.1％と昨年度より 4％上昇していた。スマホ対応リニューア

ルでセッション時間は伸びたが、新規ユーザーを取り込めるようにコンテンツの充実をさらに図る
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必要がある。DOJ サイトのアクセスを見ると、昨年度より約 30％増加し、登録大学の数は目標の 200

大学に近づいてきた。スマートフォン利用者は 78.2％であり、7％の増加である。セッションの動

線や認知度が安定してきたので、今後は検索ワードを解析し、訴求されるテーマを伸ばせるように

検討していく（資料４参照）。 

４）高度実践看護師を広く周知するための広報戦略

高度実践看護師の存在・役割の社会的認知度を高めるための積極的な広報戦略を検討した。

まず、専門看護師（以下 CNS）について「教育課程認定と資格認定の違い」など、一般の方にも

わかりやすい図を作成し、ホームページに掲載した。 

次に、高度実践看護師（CNS/NP）の教育課程を有する看護系大学院を簡単に検索できるような「大

学院検索ツール」を作成した（https://www.janpu.or.jp/cns_search/）。閲覧者のニーズに合う項

目を随時追加していく（資料５参照）。 

今後は、全国で活躍する CNS を紹介するようなページを作成する予定である。また、様々なメ

ディアに向けて、積極的に取り上げていただけるような情報提供の新たな戦略を進行中。 

５）大学入学前教育について

2019 年度定時社員総会において「入学前教育の普及状況や内容について注視していただきたい」 

との会員校のご意見をうけて、広報・出版委員会では、データーベース委員会と日本私立看護系大 

学協会が協働で実施している「2018 年度 看護系大学に関する実態調査」に大学入学前教育に関す 

る調査項目を追加した。 

その結果、回答があった 269 校のうち、大学入学前教育を実施していると回答した大学は 191 校 

（71.0％）、実施していないと回答した大学は 72 校（26.8％）であった。設置主体別に見ると、入 

学前教育を実施していたのは、国立では 6 校（14.0％）、公立では 19 校（38.8％）、私立では 166 校

（93.8％）であり、私立では実施している大学の割合が高い一方、国公立では実施している大学は 

少数派であった（資料６ 表 13-2）。 

 また、大学入学前教育の対象者については、推薦入学予定者が 119 校（62.3％）と多く、AO 入学 

予定者が 68 校（35.6％）、全入学予定者が 63 校（33.0％）であった（資料６ 表 13-3）。 

 学習形態は、課題・レポート提出と回答した大学が 161 校（84.7％）と最も多く、ついで集合教 

育（集中講座・セミナー等）が 49 校（25.8％）、e-learning が 41 校（21.6％）、その他が 17 校 

（8.9％）であった（資料６ 表 13-4）。 

実施体制は、大学が単独で実施が88校（46.1％）、ついで大学と外部委託の両方が56校（29.3％）、

外部に委託が 45 校（23.6％）、高校と大学が連携して実施が 2 校（1.0％）であった（資料６ 表

13-5）。

費用負担は、全額大学負担が 79 校（41.6％）、全額自己負担が 61 校（32.1％）、一部大学／一部

自己負担が 43 校（22.6％）、その他が 7 校（3.7％）であった（資料６ 表 13-6）。 

４． 今後の課題 

１）魅力的かつ活用したくなるような SNS およびホームページのより一層の改革。

２）高度実践看護師（CNS/NP）の社会的認知度をあげるための広報戦略。

３）大学入学前教育の普及状況や内容に関する調査の継続。

４）上記の新しい取り組みの変化を把握するためのモニタリングの実施。
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５． 資料 

 

１）Facebook と Twitter 

JANPU ホームページのトップページから簡単にアクセスできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ こちらから Twitter へ 
こ ち らこちらから Facebook へ 

 
新型コロナウイルス感染症の対応と情報提供は 
こちらからアクセスできます。 
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２）SNS 普及促進のためのポスター
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３）今月の注目！看護教員 
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４）ホームページのアクセス状況の変化
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５）日本看護系大学協議会が認定している高度実践看護師教育課程（大学院）の検索ツール 
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✓

✓ 
検索したい

箇所にチェック

をつける

クリッククリック 

検索した条件に該当す

る教育課程が一覧で表

示され、教育課程名を

クリックすると当該教

育機関のホームページ

へアクセスできる。
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表13-2．大学入学前教育の実施

表13-3．大学入学前教育の対象者〔複数回答〕

表13-4．大学入学前教育の学習形態〔複数回答〕

表13-5．大学入学前教育の実施体制

表13-6．大学入学前教育の費用負担

国立大学

公立大学

私立大学

全　体 269 (100.0%) 

実施している 実施していない
今後の実施を

検討中
合　計

6 ( 14.0%) 37 ( 86.0%) 0 (  0.0%) 43 (100.0%) 

19 ( 38.8%) 27 ( 55.1%) 3 (  6.1%) 49 (100.0%) 

166 ( 93.8%) 8 (  4.5%) 3 (  1.7%) 177 (100.0%) 

191 ( 71.0%) 72 ( 26.8%) 6 (  2.2%) 

公立大学 5 ( 26.3%) 

7 (  3.7%) 

9 ( 47.4%) 3 ( 15.8%) 

50 ( 30.3%) 39 ( 23.6%) 

79 ( 41.6%) 61 ( 32.1%) 43 ( 22.6%) 

4 (  2.4%) 165 (100.0%) 

6 (100.0%) 

19 (100.0%) 

166 (100.0%) 

191 (100.0%) 

11.0% 33.0% 62.3% 35.6% 

1 ( 16.7%) 

17190
21.6% 25.8% 84.7% 

外部に委託

全　体 88 ( 46.1%) 45 ( 23.6%) 56 ( 29.3%) 2 (  1.0%) 0 (  0.0%) 

66.7% 

8.9% 

6 (100.0%) 

国立大学 6 (100.0%) 

1 (  5.3%) 

全　体
41 49

16

9.1% 

16.7% 

0 (  0.0%) 公立大学 2 ( 10.5%) 0 (  0.0%) 

全　体

大学が単独で
実施

161

大学と外部委託
の両方

高校と大学が
連携して実施

その他

190 (100.0%) 

私立大学

2 ( 10.5%) 19 (100.0%) 

私立大学 72 ( 43.6%) 

全額大学負担 全額自己負担
一部大学／

一部自己負担
その他 合計

国立大学 2 ( 33.3%) 2 ( 33.3%) 1 ( 16.7%) 

国立大学
1 2 4 16

119
21.1% 21.1% 84.2% 

16.7% 33.3% 

66 ( 39.8%) 44 ( 26.5%) 54 ( 32.5%) 2 (  1.2%) 0 (  0.0%) 

5.3% 

6

19
73.7% 

合計

その他

2 4 0 0
66.7% 0.0% 0.0% 

14 1 2

私立大学

AO入学
予定者

0 (  0.0%) 0 (  0.0%) 0 (  0.0%) 0 (  0.0%) 

16 ( 84.2%) 

私立大学
36 43 141 15165

21.8% 26.1% 

5.3% 10.5% 
101 62 19166

60.8% 37.3% 11.4% 

国立大学

85.5% 

公立大学
4 4

e-learning
集合教育

（集中講座・
セミナー等）

課題・レポート
提出

33.3% 

その他

68 119 63 21191

n=
回答課程数

全入学
予定者

n=
回答課程数

推薦入学
予定者

38.6% 

公立大学

全　体

2
10.5% 

64

６）実態調査 
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